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3.2 2017 年度版スキルチェックリスト（フルリスト） 
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4 教育プログラムの開発 

4.1 プログラムの全体骨格 

図 18 には，提案する教育プログラムの柱（実務，分野，データ，解析）とそれぞれの

主たる教育項目を示す．提案プログラムでは， それぞれの柱を独立に教育するだけではな

く，それぞれ相互依存的な形式で教育することで社会科学型データサイエンティストを効

果的に育成する． 

「実務」では，ビジネスに内在する課題発見に必要な法制度や社会・経済システムに関

する知識を教育する．特に，異種・多次元・大規模データを扱うデータサイエンティスト

に必要な法制度（個人情報保護法や知的財産法等）を学ぶことにより，個人情報を的確に

処理したり，開発した技術やビジネスシステムを資産化したりできるような能力の育成を

目指す．「分野」では，経営戦略，マーケティング，消費者行動等の社会科学分野に属する

各領域の基本的な知識を，実務課題に即した形式で教育する．「データ」では，社会科学分

野にあるデータのタイプ，形式等の理解を促すとともに，それらデータの基本的な扱い方

を教育する．「解析」では，社会科学分野に内在するデータを解析するために必要となる解

析技術（統計モデル，機械学習，人工知能，データマイニング等）の基礎を教育する．た

だし，いずれの柱もそれだけで広く，深い分野であるため，全てを短期で修得可能な「履

修証明プログラム」として展開することは困難である．  

 

図 18 教育プログラムの骨格  

 

4.2 養成したい人材像 

既に紹介したように，社会科学の基礎となるビジネス分野において，異種・多次元・大

規模データを単に処理できるだけの人材では不十分である．社会は，ビジネスに内在する

課題を適切に把握し，分野の基礎理論でビジネス現象に解釈を与え，それに確認・検証す

るためのデータ処理および解析を実現できる総合的な能力を有する人材を求めている．総

合的な能力を有するデータサイエンティストは，すなわち社会科学分野における課題発見

から課題解決，実践までを一気通貫で履行しうる人材である．換言すれば，「マネジメント

ができるデータサイエンティスト」や「データや解析を高度活用できるマネジメント人材」

等がそのイメージになる． 
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図 19 には，上記を総括的に整理し，本教育プログラムで育成したい人材像を概念的に

示した．図 18 に示した個々の柱ごとの教育を実施することで，①実務力（課題の把握，

関連法の理解），②分野力（現象を説明できる知識），③データ力（活用可能なデータは何

か，どう処理すればよいか），④解析力（データを高度に解析するには），といった能力を

それぞれ高めることが可能である．さらに，個々の柱を相互依存的に教育することで，本

プログラムの学習成果として，①～④の個々の能力の向上に加え，それら能力の総合的活

用能力も身につく．すなわち，本教育プログラムを実現できれば，上述した人材を社会に

還元できると考えている． 

 
図 19 養成したい人材像  

 

4.3 データ関連業務に従事する社会人を対象とした事前調査結果 

4.3.1 調査概要 

検討の教育プログラムの方向性が社会的ニーズと合致しているかと検討内容に抜けが

ないかを確認することを目的とし，データ関連業務に何等かの形で従事している，表 1 に

示す 39 社 43 人を対象とし，事前調査を実施した．調査項目は，下記の囲みの通りである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「自社内でデータ処理関連業務は多いかどうか」，「自社内でデータ処理業務を実施

する重要度は高いか」，「自社内の経営戦略立案にデータ解析は生かされているか」，

「自社内でデータ処理関連業務をする人材の評価はどうか」，「自社内でデータ処理

関連人材は足りているか」，「自社内に大規模データが存在するか」 

 「業務上，下記項目を知ることの必要性はどの程度か」 

 「システム・ソフトウェア開発」，「データの前処理技術」，「機械学習」，「人工

知能（AI）」，「確率・統計」，「統計モデル」，「エージェント・ベース・シミュ

レーション」，「テキストマイニング」，「データマイニング」，「分野知識（経営，

マーケティング，会計，ファイナンス，経済等）」，「法律的知識（個人情報保

護法案，知財関連）」 

 「自身でデータ処理を実施することが多いか少ないか」および「フリーコメント」
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表 1 調査対象者の概要  

 
 

4.3.2 調査結果 

① データ処理関連業務を取り囲む状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 自社内でデータ処理関連業務は多いかどうか  

 

業種 社数 人数

エンタテインメント 1 1

金融 3 3
広告代理業 4 4
情報産業 6 8
シンクタンク 9 10
製造業（医療機器） 1 1
製造業（音響） 1 1
製造業（自動車） 2 3
製造業（製薬） 1 1
製造業（日雑） 1 1
大学職員 1 1
データベンダー 1 1
農業関連 1 1
不動産業 1 1
マスコミ（It系） 1 1

マスコミ（新聞） 2 2

マスコミ（テレビ） 1 1
小売業 2 2

合計 39 43

[集計結果（図 20～図 25）の総括 1] 

 データ処理関連業務（多く，重要度は高い） 

 経営戦略にデータ解析を生かしている傾向 

 データサイエンス人材が著しく不足している 

 大規模データが企業には存在している 
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図 21 自社内でデータ処理業務を実施する重要度は高いか  

 

 

図 22 自社内の経営戦略立案にデータ解析は生かされているか  

 

 

図 23 自社内でデータ処理関連業務をする人材の評価はどうか  
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図 24 自社内でデータ処理関連人材は足りているか  

 

 

図 25 自社内に大規模データが存在するか  

 

② データ関連業務を遂行する上での科目を知ることの必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[集計結果（図 26～図 36）の総括 2] 

 システム・ソフトウェア開発，データの前処理技術，機械学習，人工知能，確率・

統計，統計モデル→必要性が高いという認識 

 特に確率・統計に関しては非常に必要とされている 

 テキストマイニング，データマイニング→必要性が高いという認識 

 分野知識，法律的知識→非常に必要とされている 
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図 26 システム・ソフトウェア開発  

 

 

図 27 データの前処理技術  

 

 

図 28 機械学習  
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図 29 人工知能（AI）  

 

 

図 30 確率・統計  

 

 

図 31 統計モデル  
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図 32 エージェント・ベース・シミュレーション  

 

 

図 33 テキストマイニング  

 

 

図 34 データマイニング  

 



77 
 

 

図 35 分野知識（経営，マーケティング，会計，ファイナンス，経済等）  

 

 

図 36 法律的知識（個人情報保護法案，知財関連）  
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③ フリーコメント 

表 2 フリーコメント 

業種等 回答（問：企業内で大規模データ等を活かす際の課題や問題点・データサイ

エンス教育に期待すること） 

インターネット関連／外食・レス

トラン・フードサービス／旅行／

エステ・理容・美容  

 何を課題解決するかの問題設定   

 新人の育成計画  

コンサルティング  クライアント企業とのデータ授受のセキュリティーが甘い反面，複雑になり

すぎるとデータ活用促進の妨げになることもある． 

 企業で利用するデータ分析ソフトが SAS など，個人で利用するには高価

な場合，そもそもの利用できるユーザが限定的となり広がり難い． 

製造業（自動車）  部署単位で管理されているデータを統合管理する際のデータクレンジン

グおよび DB プラットフォーム構築の重要性が理解されていない課題があ

ります． 

インターネットサービス業   データを用いて説明できることと，データによってはほとんど説明できない

ことの区別が難しいときがある 

 データを用いて説明しきったり，モデルを無理やりつくろうとする時がある．

 よってデータの利活用が誤った方向に行くことがある 

 どの職種もデータサイエンスの初期教育は企業として実施すべきと考える

シンクタンク  仮にそのときに最適なシステムを構築したとしてもそれを使いこなしたり，

環境変化に応じて適切にアップデートしていける人材がいない，あるいは

いなくなる． 

IT  自社ではあまり問題を感じたことがないが，お客様でよくある例として部署

毎にサイロになっているため部門や事業所を超えたデータのやり取りが難

しく，活用が進まないことがある． 

ソフトウェア 弊社においては，上記のようなデータサイエンスの知識の必要性は，アサインさ

れるプロジェクトや顧客案件に大きく依存する.また，社内では，予算管理，売り

上げ管理，等の Controlling のデータを扱うことは多いが，高度な統計的分析

を戦略的に活用する機会（触れる社員）は少ないと感じる．一方で，どのような

業務に携わる場合でも，確率・統計の基本的な考え方は非常に重要であり，

今後のデータサイエンス教育の根幹として期待したいところである．なお，機械

学習や AI に関しては，世の中の流れとして一通り抑えておくことは有用と考え

るが，背後にある数理の部分をしっかり学ぶか，その特徴を理解した上でマネ

タイズできるようなビジネスモデルを立案することができる人材が求められると考

えており，いわゆる API を呼んで機械学習プログラムを作成できるようなエンジ

ニアは寧ろ教育に力を入れなくても今後増加し，コモディティ化すると想定す

る． 
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広告代理業  大規模データのシステム（データベースやデータウェア）を構築できる IT 人材と

大規模データ処理や分析（SQL など前処理と R，Python など統計分析）に習

熟した人材が，ここ１〜２年で急速に必要になってきている．また，これらを含む

ビジネス全体を俯瞰し，プロデュースできる人材も求められている． 

テレビ ＜課題＞ 

 データサイエンスへの正しい理解  

→ データサイエンスに先行する企業の事例が聞こえてくるようになり経営

者含めて必要性は理解しているものの中身を理解せずに「魔法の箱」とし

て捉えられてしまいトップダウンで「人工知能を使って新しいものを・・・」と

いうケースが少なくない．実務レベルも知見を持った人間がおらずベンダ

ー頼みになってしまいがち． 

 大規模データを取り扱うにあたって求められる知識領域の広さ 

→ ・業務理解と業務システムのデータ構造に関する知識  

 KPI 設計に関する知識  

 クラウド利用に伴うクラウドプラットフォーム(AWS/GCP/Azure など) 

 大規模データに対応するための分散コンピューティング(Hadoop/spark な

ど) 

 リアルタイム処理が求められつつあり，そのジョブ設計とミドルウェア(kafka

など) 

 データの前処理技術(ETL)及びデータセット作成・集計(SQL など) 

 経営層・担当者向けのダッシュボード及び BI ツール 

 大規模データの高度利活用  

→ 上述のとおり，大規模データを取り扱うには広範な領域の知識・人材

が必要となる．これらは売り上げ管理や権利料算定など業務上に必須な

領域となることが多く，この領域で手一杯となったり，外部依存してブラック

ボックス化してしまうことで統計モデルによる知見の抽出や機械学習によ

る予測など高度利活用にまで手が回らない． 

 現場のデータリテラシーの低さ 

→ 経験上，平均と合計以上の統計量は理解できない．分散は無理で

す．相関は言葉は知っているが正しく理解していない．また，変数が 3 次

元以上になっても理解できない．以前，RFM 分析を行って優良顧客層な

どクラスターを作成してレポートしたが 3 次元になるとほとんど理解されな

かった．逆に，アソシエーション分析で一緒に見られるコンテンツというレポ

ートを出した際は実経験とリンクした結果となったせいか思った以上に理

解された． 

コンサルティング  分野知識×データサイエンスの組み合わせが重要と思われるが，その育

成方法が体系化されていない．現時点では OJT で鍛えるしかない． 
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新聞社   そもそも，経営陣（役員）クラスが，データによる課題の分析，評価に対し

て理解がない． 

 身近にデータ分析を取り入れている部署がない． 

 データサイエンスを社会人になってから学ぶのは非常にコストと時間がか

かり，かつ個人の適正に課題がある一方，気軽に外注することも難しいこ

とが懸念． 

金融  課題・問題点：データの寡占化，教育への期待：データ分析の適用可能範囲

と限界，統計的リテラシーなど 

情報サービス業  技術力は高いが，マーケティングや経営学への知識・関心が少ない人材が多

いと感じます．データ分析を企業の戦略施策に活かす場合に上記は必須なの

で，技術面に加えてこれらについても対応していただけると実務の観点からは

非常にありがたいです． 

メディア・サービス業  複数の業務にまたがるので，多面的な教育，及びその中でもフォーカスした人

材育成が必要（例えば，データサイエンティストを ML エンジニアと，マーケティ

ング系サイエンティストに分けるなど） 

製造業（自動車） データサイエンスの実践と内製化に必須となる統計，IT，現場知識の 3 つのス

キルを一定以上有するスタッフ，マネージャ，上級管理職が不足している．「ビ

ッグデータ」，「アナリティクス」，「AI」などのキーワードだけが先行しているため，

同分野の業務を受注する外部業者は乱立しているが，社外・国外へのデータ

漏洩，モデルやノウハウの流出，ブラックボックス化による品質やコストの不透明

さが大変懸念される．そもそも統計学やデータサイエンスの発展は，現実・現

場・現物における当面の課題に取り組んだ歴史ととともにあり，これからの日本

においても学術と産業の距離を抜本的に縮めることを第一の戦略とすること

が，国内産業の競争優位性を確保するために極めて重要となる．具体的に

は，データサイエンスの研究者は，たまたま入手が容易であったデータや，自

身が実証したい理論やモデルに適合するデータを選択し研究対象とするので

はなく，潜在性の高いデータと最も困難な課題を抱える企業や組織に出向き，

現場と一体となって問題の解決に挑み，その結果として独自の理論やモデル

を構築するというアプローチをもっと取るべきであり，それが実現できる環境を整

備する必要がある．また，教育においても現実のデータを企業などから入手し，

具体的な洞察を得たり課題を解決する実践的なスタイルを目指さなければ，学

生はその後戦力となるデータサイエンティストには成り得ず，結局企業内での

再教育と選別過程を余儀なくされるため，社会的な非効率を免れない． 
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広告代理業  とにかく，長時間労働は悪だとされるなか，頼り手は，「ロボット」しかいません． 

その場合は，実務上使えるロボットを現場で使う事が非常に重要です．ロボット

を使いこなすためには最低限の知識と，なによりも，実際の現場でのヘビーな

環境のなかでの経験が重要です．これから，ロボットやＡＩに定型的労働を移管

するにあたって，ＧＳＳＭの役割は超！重要だと思います．生産性向上の為の

コースがあってもよいくらい，日本の企業では人手不足と労働時間の減少はま

ったなしです．実務でロボットを活躍させることができる為の簡易的な研修など

を期待します！！ 

IT 関連   専門知識をもった人材の不足  

IT・通信関連  弊社では，データ活用（可視化・分析）を推進する社内横断的組織を昨年立

ち上げ，もろもろの課題を解決しながら取り組みを推進しているところです．社

内から様々なデータ分析に関する相談を受けており，できれば外部でデータサ

イエンスに関する専門的な知識を補完できる機関との共同研究等を試みたい

と思っています． 

製造業（自動車）  IoT により車両データは社内に蓄積されつつありますが，そのデータを解

析し解釈する人材が不足しております． 

 日本ではお客様情報をデータベース化し管理しておりますが，販売マー

ケティングへの貢献度は低いです． 

 海外の販売地域で顧客情報の何をどのように管理し，マーケティングに

生かしているかが情報共有されておりません． 

 今後，ますます取得できるデータ量は多くなることと思いますが，データを

適せつに分析し解釈した上で，開発やマーケティングに活かせる人材を

育成するという意味でデータサイエンス教育に期待しております． 

マーケティング  自社にデータサイエンティストがいない（コンサル会社や研究所にデータ

分析を頼んでも，自社の課題や保有するデータの性質やとれるデータの

範囲などを完全に理解して最適なデータ分析や DMP 等の設計を行うに

は限界があるため，内製化が必要だと思う．） 

 ブリッジサイエンティストの存在（経営層など，全くデータ分析の知識がな

い意思決定層とデータサイエンティストの間をつなぐ役割が必要だと思う．

また，データ分析の結果を踏まえて，PDCA を回す現場との間にも同様の

役割が必要だと思う．） 

 不要なビックデータの蓄積（必要最低限のデータ分析でこと足りるものを，

わざわざビックデータに広げて分析する昨今のトレンドは非効率だと思

う．） 

 オープンソース化の遅れ（自社データ行きすぎた囲い込みが，業界やサ

ービス全体のパフォーマンスを落としていると思う．例えば，患者のカルテ

データなどは，オープンにすることで，最適な医療行 為 が受けられるな

ど．） 
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生命保険業   ガバナンスが厳しく，データ抽出に時間がかかる 

 社内でデータサイエンス教育が施されていない 

 データ分析をする人が業界知識や業務等がない場合，効果的な分析や

結果が得られない （机上の分析となり，活かしきれないことがある） 

広告会社  業務では商品やイベントの感想をアンケートでとることが多いのですが，集計は

度数や度数比にとどまっていたり，自由回答もられつにとどまっていたりするの

が現実です．これらを感覚による分析ではなく，科学的に説得ある分析ができ

ればビジネス上とても有効であると思います．大規模データにこだわることなく，

“小規模データ”についても教育を受ける機会を提供されることをご検討いただ

きたく思います． 

小売業  大量データを処理する仕組みがなく，処理自体に工数がとられるケースも多い

ように感じます．結果，スピード感が失われ，データ活用の実用性がなくなって

しまいます．AI や機械学習といった言葉が独り歩きしている感は否めず，ビジ

ネスにおけるデータ活用のあり方，言葉の定義，所謂ビジネス書の一部にある

ような通り一遍ではない，実戦的なデータサイエンス教育というものがあれば，

個人的にも是非受けて見たく，チームメンバーにも勧めたいと思います． 

医療   大規模なデータ自体があっても，そもそも活用できるようなデータの取り方

が出来ていない 

 企業のマネジメントに，データサイエンスの重要性への理解が不足してい

る 

 教育によってデータサイエンス人材が育成されても，データサイエンス人

材として採用し評価・処遇できる態勢等が大半の企業で整っていないの

では？ 

マーケティングリサーチ デジタル化の風潮にクライアント側もついていっていない現状の中，弊社が提

供できることを模索中． 

マーケティング   組織上の課題  

− 部門組織を超えた社内包括的なデータマネジメント体制の確立が難し

い点  

− 経営・マーケティング課題と，データマネジメント上の技術的課題の双

方を理解し，課題解決まで進められる人材の不足  

 経営・マーケティング上の課題  

− データマネジメント業務の業務量の方が多く，経営・マーケティング課

題解決のためのデータ分析業務に十分な時間・リソースを割けない 

− スピードが求められる経営・マーケティング上の意思決定における，タイ

ムリーな Data availability の問題  

 グローバル企業の課題  

− 各国地域においてデータ環境・データ量・成熟度がまちまちであり，デ

ータマネジメントが進んでいる欧米地域のデータと，日本や中国，アジア

諸国などとのデータ統合・活用における困難性  
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研究・コンサルティング データマイニングであっても，一定の仮説構築力が必要であると思います．エン

ジニアではなく，サイエンティストであるならば，データの読み方，解釈，それの

応用方法を考える力も，分析力同様に求められると思います． 

化学，日用品  統計解析を行う知識が一部の人に偏っており，それ以外の人にはその重要性

が認識され，業務に活用されているとは言い難い．お金を支払えば，調査会社

の方がデータの統計解析を請け負ってくれる面もあり（実務上は，その結果の

解釈の方が重要），必要になる頻度もそれほど高くないので，統計解析を一か

ら学ぼうという意欲はそれほど高くない． 

大学職員   基礎的な統計知識が社員全員にないとデータ活用の意義や意味が理解

できない 

シンクタンク 統計改革推進会議をはじめ，行政においても EBPM の必要性が喧伝されてい

ますが，民間企業でも戦略立案上，エビデンスを求める声はかつてなく高まっ

ています．一方で，それを支えるデータサイエンティスト等の人材には限りがあ

り，一部には充実した人材がそろっていると思われる企業はあるものの，多くの

企業では，そもそも人材がいないか，他の業務に追われてデータの活用にまで

は手が回っていないのが現状ではないかと思われます．滋賀大学など学部の

設立に動いたところもありますが，文理を問わず，大学教育のなかでも，統計に

関する講座は必修化するなど，統計人材の育成が進むことを期待しています．

※企業内に統計人材を育てるカリキュラムをもつところはほとんどなく，外部の

研修として期待できる先に心当りのある人事担当者も少ないはずです． 

IT 系メディア（マスコミ）  データの重要性は認識しつつも，意思決定層との知識 GAP があり，従事

する社員に対し，正しい評価ができていない． 

 データを整形，分析には高度なスキルが必要であるのに，意思決定層や

周囲はその真価を評価できず，所謂社内下請け，の様な存在になりがち 

→データやインサイトは出せて当たり前，判断するのは経営側，むしろ経

営側が判断しやすいデータをもって来ない場合に対し評価をしてしまって

いる現状． 

農 業 関 連 ， 申 請 担 当 部 署  

(Regulatory Affairs) 

データ解析そのものよりも，データの解釈と結論の導き方について意見が分か

れることが多く，サイエンスベースでのデータの理解が課題であるように感じて

います．特に，有意差の有無だけで状況を判断してしまい，その差がどれだけ

の影響を及ぼすのか (または negligible なのか) への議論へと進まないことが

多いです． 

保険業  データ分析を行う人材の育成が課題です．現在は，部署ごとにＩＢＭやデータ

分析会社の講座に必要に応じて受講させています．ただ，当会ではデータ分

析をおこなう人材を組織的に育成して体制や計画が備わっているわけではな

いので，データ分析をおこなう部署の上司の方針で，どこまで企業の資源をそ

こに割り当てるかが左右されてしまいます． 
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大 学 生 向 けウエブサイトの運

営・営業  

大学生向けウエブサイトの運営・営業をしています．閲覧データを広告などマ

ーケティングにデータを活用できそうだが，まだＰＶ数が少なく，データの取得を

含めそうしたことを積極的にはしていない．ただ，それは周囲に専門家がいない

からかもしれません．データを活用すれば，状況が改善するのはわかっていて

も，専門家不足など人的な制約から，できない面があります． 

小売業   最低限の統計に関する知識の教育が必要  

 文系など数学的バックグラウンドがない人材でも短期間で習得するにはど

うしたらよいか，最低限の方法があるか 

不動産業   分析する際に使用するデータの確からしさ，粒度  

研究開発の業務改善，戦略展

開  

 データの解釈が今後の教育課題だと思う 

 データをどうやったら使えるのかどうかの判別や，使えるようにするまでの

作業に関する教育  

 データがあるから使う場合と，目的に対してデータを探す・作る，どちらの

能力も必要だと思う 

 データサイエンティストも周辺知識を持つことでチームとしての目標達成に

貢献出来るのではないかと思う 

 

4.4 開発したプログラムの概要 

4.1 項～4.3 項に示した内容を踏まえ，本委託事業では「マーケティング分野のデータ

サイエンティスト育成」を対象とし，図 37 に示す領域および科目でプログラムを構成し

た．個々の科目の詳細は，5.1 項で後述する．今回の委託事業では，時間的，施設的制約

により基本的には構成したプログラムを講義形式で試行する． 

 

図 37 開発教育プログラムの構造  
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